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    The purpose of this study is to investigate the distribution pattern and the density of soil seed banks 
in a sand-gravel bar, and the influence on standing vegetation by the soil seeds banks. Measured density 
of the soil seed banks(seeds/m2) were 928 and 5,344 for disturbing environment characterized by gravel 
materials  and for piled environment characterized sand materials, respectively. The soil seed banks 
were widely distributed regardless of the species. However, distribution of plants was heterogeneous. It is 
not dependent on seed distribution, but on a physiological condition of the place Consequently, although 
the soil seed banks and vegetation cover were significantly correlated, the local physical environment was 
more predominant factor than the soil seed banks to determine the bar vegetation in the gravel-bed river. 
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１．はじめに 

 

河川植生の動態やその更新に関わる既往研究では，流

量や流砂量の増加によって植物群が流失する機構や，植

物群が土砂堆積を促進させる機構を主体とした，多くの

研究が行われてきた 1),2)．これらの研究では，河床に働く

せん断力といった物理的指標を用いて，河川植生の動態

の説明がなされてきた．もちろん，物理的環境に応じて

植生が変化・更新するという考えは重要な視点であるが，

河川植生の成立や遷移機構の全てを説明しきれていると

いうわけではない． 
生物学的な観点から考えれば，そこに植生が成立する

ためには，その植生を構成する種子が土壌中に存在する

ことが必要不可欠であるということになる．しかし，こ

れまでのところ砂州内の土壌中に種子がどの程度存在し

ているのか，攪乱の激しい場所や堆積の著しい場で種子

量にどの程度違いがあるのかといった基本的な問題に取

り組む研究は少なく，土壌中の種子と河川植生との関係

については未解明のままである． 
植生学では，土壌中に存在する種子を埋土種子

（seedbanks)といい 3)，これに関する研究事例が多く見ら

れる．埋土種子と植生に関する研究によると，埋土種子

量は土地利用形態別に異なっていること，種類組成が地

上部の種類組成と違っていることが知られている 3)-6)．例

えば，耕作地での埋土種子は，29,000～70,000 個/m2と多

いが，森林では，200～3,300 個/m2と少ない 4)．また，

埋土種子の種類（埋土種子相）と地上部にある植物の種

類（植物相）との類似度合は 0.1～0.3と低いことも報告
されている 5)． 
また河川では，埋土種子を含めた種子に関連する研究

として，特定種子の生理的な特性を研究することで，希

少種保全や外来種対策などに生かした例 7),8)が見られる．

この他，流水による種子散布について，現地，水路実験，

数値解析等により，種子供給が植物群落の形成に寄与す

るといった報告例がある 9)-11)．これらはいずれも埋土種

子層の形成に大きく寄与する研究例と言える． 
本研究で扱う河川における埋土種子と植生に関して

みると，植生学の中でも検討例が少ない分野 4),6)にあたり，

十分な知見が得られていない． 
本研究では，既往研究のような特定種に対象を絞らず，

砂礫州（以下，砂州と言う）の比較的浅い部分（植物の

発芽可能な層）を対象に，埋土種子の空間分布を明らか

にすることを目的とした．さらに，埋土種子の分布が植



 

  

生にどのように影響しているかについて考察した. 
 

２．調査地の概要 

 
研究対象とした那珂川は，幹川流路延長150km，流域
面積 3,270km2の一級河川である．標高 1,915mの那須岳
（栃木県）を源流とし，茨城県を跨ぎ太平洋へ注ぐ．河床

勾配は，源流部から 60km付近までが約1/80～1/400，60
～27km付近までが約 1/770，27kmより下流の箇所では
1/1,000～1/7,000 である．対象砂州の河床勾配は 1/770，
河床材料の代表粒径は 25mmで，セグメント 2-1に分類
される（図-1）．対象砂州の平均年最大流量（確率規模

1/2）は約 1,400m3/sである（参考までに図-3には，流量
に対する標高点を示した 12)）．対象砂州を含め，その前

後の数 km区間に明瞭な単列砂州を有しているが，この
10年ほどは大きな出水もなく，砂州の移動はみられない． 
砂州上における植生の特徴は，カワラヨモギやカワラ

ハハコといった，かつて，河原によく見られた植物が存

在している．対象砂州は那珂川にある砂州群の中でも，

河原あるいは湿性環境に依存する植物が比較的多く存在

している砂州である． 
 
３．方法 

 
(1) 対象砂州の概観調査-地形調査と植生調査- 

対象砂州の地形は，RTK-GPS（Real-Time Kinetic - 
Global Positioning System）により座標（X,Y,Z）を計測し
（約 1,200 地点），TIN 処理により，GIS(Geographic 
Information System）上に三次元地形を作成した．植生は
植生調査を実施し， GIS 上に植生図を作成した．なお，
植生調査は，植物が比較的多く確認できる 2007 年 6 月
20日から 7月5日にかけて行った．また，地形調査も同
時期に行った． 

 
(2) 調査区内の地上部植生と埋土種子の分布調査 

a) 調査区の設定 

調査区は，対象砂州を縦断方向へ50m，横断方向へ30m
間隔で格子状に区切った交点に設定した．ただし，設定

する調査区に異なった植物群落が含まれる場合は，前後

2,3mずらし，1つの群落内に再設定した．さらに，ワン
ド部（1地点），希少植物（1地点），外来植物（2地点）
の生育場所も加え，合計地点数を 40地点とした．調査区
の大きさは，0.5m×0.5mとした（図-1参照）． 
b) 調査区の砂礫構造および植生 

現地では，各調査区において砂礫構造と植生について

調査を行った．砂礫構造は，砂礫量に応じてタイプⅠ～

タイプⅤに区分し記録した（図-2）．植生調査では，植

物の種類と各植物の植被率を記録した． 
c) 土砂の採取 

土砂は，種子発芽に関係の高い表層から 0.1m の深さ
まで採取した．  

 
(3) 粒度試験と種子分析 

a) 粒度試験および種子選別 

粒度試験は，自然乾燥を行った後で土の粒度試験方法

（JIS-A-1204）に従った．なお，粒径区分に関しては，河
川工学で利用されている国際区分法（極粗砂 2-1mm,粗砂
1-0.5mm,中砂 0.5-0.25mm,細砂 0.25-0.125mm,微細砂
0.125-0.062mm）に従って行った 13)． 
b) 種子の抽出 

種子の抽出に際し，粒度試験によって得られた土砂サ

ンプルのうち，種子径 8mm 以上は目視で種子の有無を
確認した.8mm 以下の種子については，高比重法処理に
より埋土種子や有機物を浮遊させ，顕微鏡を用いて種子

選別を行った．高比重処理法とは，比重 1.54の 50%炭酸
カリウム溶液（K2CO3）に土砂を投入し，5 分間攪拌し
たのちに，上澄み溶液を回収する 14)もので，これらを 3
回繰り返した．回収した浮遊物を低温乾燥（6時間程度）
させ，有機物塊を取り除いた残砂中のうち 1/8 を取り出
し，種子の選別・同定を行い，種子数を記録した． 
なお，砂州中の埋土種子が乾燥・収縮や動物・微生物

の分解作用により，予想していたよりも変色や種子の形

が歪なものも多く含まれたため，種レベルでの同定が困

難であった．したがって，同定結果に示す科，属は，い

つくかの種類を含んだ種子数の合計値である．このため，

埋土種子と同じ科あるいは同じ属に含まれる種類が植物

相みられる場合は，少なくとも埋土種子中の同科，同属

にもその種が存在していると判断した． 

 
図-1 那珂川（対象砂州） 

-対象砂州にある数字は調査区No.を示す- 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

礫層状態

表層状態

礫 砂

礫層

表層礫率

表層砂率

２層以上 １層 － － －

100% 100% 90%以上 90%未満 0%

なし なし 10%未満 10%以上 100%

タイプ  
図-2 砂礫構造タイプ（模式図） 



 

  

(4)データ解析 

a) GISによるデータ解析 

現地調査により得られたデータをGISに整理し，地形
図，植生図，粒径別の堆砂量分布および埋土種子分布の

関係についてデータ解析を行った．また，植生図と地形

図を用いた解析では各図を 1mメッシュに分割し，メッ
シュ毎に植物群落名と標高値を格納しデータを作成した． 
b）埋土種子相と植物相の関係解析 

 埋土種子相と植物相の関係解析では，調査区中で，あ

る植物種が埋土種子として存在する地点数と地上部で出

現している地点数との関係を割合によって求めた．割合

を求める際，ある種が植物相に見られるものの，埋土種

子相に見られない場合には，過去に埋土種子が存在した

と仮定し，埋土種子として存在する数に加えた．以下で

は，この割合を出現率と定義する． 
  

４．結果 

 
(1) 対象砂州の地形と植生の関係 

 図-3に対象砂州の地形と砂礫構造タイプ，図-4に植生

図を示す．対象砂州は，主流部の水際線から左岸側に向

かい，砂州標高が約 3～4m高くなっていた．この高まり
とともに群落は，ツルヨシ群落，ヨモギ群落，マルバヤ

ハゾウソウ群落類の順で変化した．砂礫構造はタイプⅠ

～Ⅲが多くを占めていた．砂州の頂上付近から左岸側へ

かけて砂州高が低くなり，砂州前縁部と左岸との間にワ

ンドが形成されていた．砂礫構造はタイプⅣ，Ⅴが多く

を占めていた．また，ワンド付近ではモザイク状に多く

の群落が混在していた． 
 図-5に群落の生育範囲の箱ひげ図を示す．過湿性に見

られる 1年生在来草本群落（セリ－クサヨシ群落，ヤナ
ギタデ群落，ミゾソバ群落など）は，比高（調査時の水

位標高と生育標高との差）の中央値が0.5m付近にあり，
生育分布の範囲が約 1mと狭い． 
一方，湿性から乾燥状態でみられる多年生在来草本群

落（ヨシ群落，オギ群落，ヨモギ群落類）やヨシ，オギ

等にからみつく一年性ツル性草本のカナムグラは，比高

の中央値が 2～3m付近にあり，生育分布の範囲も約 3m
と広い．ただし，同一比高でまとめられた群落も，水際

から砂州頂部にかけては，草丈が 1m程度のヨモギ群落
が多く見られ，砂州頂部から左岸側のワンド部では，草

丈が 2mを超えるヨシ群落，オギ群落が多く見られると
いう違いがあった． 

 
(2) 埋土種子の空間分布 

 図-6に単位面積あたりの種子数（以下，種子密度）と

堆砂量（以下，堆砂密度）の分布を示す．なお，図中の

堆砂密度は，種子密度との対応関係が見られた極粗砂・

粗砂の合算値と細砂以下の合算値について図示した． 

 巨視的に埋土種子の分布を見ると，主流部の水際から

離れるに従って種子密度が高くなる傾向にあった．種子

密度の高い場所の堆砂分は，細砂以下が多く，極粗砂・

粗砂が少ないという傾向がみられ，逆に，種子密度の低

い場所は細砂以下が少なく，極粗砂・粗砂が多いという

傾向が見られた． 
 また，砂礫構造からみると，タイプⅠ～Ⅲで種子密度

が低く，タイプⅣ，Ⅴで種子密度が高い傾向にあった．

砂礫構造を指標とし，種子密度の分布をみると，タイプ

Ⅰ～Ⅲでは，96-20,928 個/m2の範囲であり，中央値が 928 
個/m2であった．一方，タイプⅣ，Ⅴでは，448-21,152 個
/m2の範囲であり，中央値が5,344 個/m2であった． 

 
図-3 対象砂州の標高分布と砂礫構造 

 
図-4 対象砂州の植生図 
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図-5 群落の生育範囲 
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(3) 調査区の埋土種子相と植物相 

調査区内おける埋土種子相は 38科であった（表-1）．
全調査区に広く分布している種類は，スベリヒユ 37箇所，
タデ属（サクラタデあるいはオオイヌタデ）36箇所，カ
ヤツリグサ科35箇所であった．種子の累計は，スベリヒ
ユ，イネ科 C（シナダレスズメガヤ，メヒシバなどの種
子群），カヤツリグサ科の順に多かった．また，埋土種

子中には，地上部の植物相に成長個体を確認できない種

類も多数あった．例えば，スベリヒユは，広く分散して

いるうえに種子数も多いものの植物相には見られなかっ

た．カヤツリグサ科も同様であった．さらに，埋土種子

の中には，山地や陸域で見られる樹木類も多く含まれて

いた． 
 調査区内における植物相は 21科であった（表-2）．全
調査区に広く分布している種類は，ヨモギ（22 箇所），
ツルヨシ（18箇所），カナムグラ（15箇所）であった．
また，植物相には，埋土種子に含まれていない種類も多

数あった．例えば，分布の広いヨモギやヒメムカシヨモ

ギもそのうちの 1つである．これらが埋土種子中に存在
していなかった原因として，キク科のヨモギ属，ムカシ

ヨモギ属などは乾燥収縮に弱いといわれており 15)，河原

表-1 調査区における埋土種子相 

出現
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 順位

アカザ属 アカザ科（アカザ属） ○ 64 88 376 24 16 48 80 8 96 160 88 432 8 24 8 16 8 24 16 128 24 32 8 16 16 48 8 24 1,888 28 7
アカネ アカネ科（アカネ属） 8 56 1,520 8 1,592 4 45
ヤエムグラ属 アカネ科（ヤエムグラ属） 224 224 1 69
マツヨイグサ属 アカバナ科（マツヨイグサ属） ○ 144 336 104 56 48 248 88 80 48 8 40 8 1,112 24 432 48 40 16 8 16 2,904 20 15
カナムグラ アサ科（カラハナソウ属） ○ 8 432 32 144 280 8 56 48 96 72 32 16 8 16 72 8 8 136 1,472 18 18
タネツケバナ属 アブラナ科（タネツケバナ属） ○ 168 240 272 72 32 152 24 8 96 40 8 64 72 8 176 8 8 32 8 16 8 32 1,544 22 12
ヤマハタザオ属 アブラナ科（ヤマハタザオ属） 8 32 432 32 8 16 16 24 8 120 32 8 48 64 8 8 16 88 17 20
イネ科(破片) イネ科 ○ 8 8 1 68
イネ科A イネ科 ○ 8 16 16 24 32 8 40 216 8 8 16 24 16 24 16 40 40 48 16 32 8 656 21 67
イネ科B イネ科 ○ 64 8 24 16 24 24 8 104 40 32 72 48 8 152 40 40 8 176 32 8 8 8 16 8 40 8 8 1,024 27 17
イネ科C イネ科 ○ 40 8 48 40 8 16 40 64 104 56 280 32 400 8 16 1,760 384 800 72 160 16 72 96 976 128 32 1,872 40 32 760 29 13
イネ科D イネ科 ○ 64 16 32 48 72 8 8 32 48 56 8 8 24 72 8 8 8 8 8 8 40 8 8 72 8 8 24 96 16 8 112 30 9
イネ科E イネ科 ○ 48 8 8 40 320 24 8 8 8 40 8 8 64 496 296 56 8 1,008 192 2,648 19 5
イネ科F イネ科 ○ 8 8 1 4
イネ イネ科（イネ属） 8 8 8 24 3 51
アワ イネ科（エノコログサ属） 8 24 48 8 8 16 40 8 8 40 8 8 16 32 8 8 32 8 16 32 376 20 14
オヒシバ イネ科（オヒシバ属） 8 40 48 16 8 8 8 8 8 8 8 8 8 184 13 24
カラムシ属 イラクサ科（カラムシ属） 112 24 16 8 272 400 48 32 32 8 160 376 120 632 8 48 40 72 72 40 64 64 32 8 56 96 64 2,904 27 8
アオウキクサ属 ウキクサ科（アオウキクサ属） 56 120 88 32 24 8 40 56 8 432 9 30
タラノキ ウコギ科（タラノキ属） 16 8 8 24 56 4 44
アレチウリ ウリ科（アレチウリ属） ○ 24 16 24 64 3 50
オモダカ属(1) オモダカ科（オモダカ属） 8 8 1 66
オモダカ属(2) オモダカ科（オモダカ属） 8 8 8 8 32 4 43
カタバミ属 カタバミ科（カタバミ属） 16 32 56 24 24 8 40 40 8 24 8 8 40 8 8 8 40 392 17 19
イヌシデ カバノキ科（クマシデ属） 8 8 8 16 40 4 42
カヤツリグサ科 カヤツリグサ科 240 8 24 168 440 176 8 104 120 32 120 128 16 104 384 48 24 64 120 96 48 104 48 16 32 24 56 40 48 16 64 8 1,920 24 152 5,024 35 3
ホタルイ属 カヤツリグサ科（ホタルイ属） 8 16 24 16 40 8 112 6 37
キク亜科 キク亜科 8 24 8 8 16 8 8 8 88 8 32
キツネアザミ キク科（キツネアザミ属） 8 8 1 65
センダングサ属 キク科（センダングサ属） ○ 8 8 8 16 8 48 5 39
タカサブロウ キク科（タカサブロウ属） 8 32 40 8 16 8 112 6 36
ヒメコウゾ クワ科（カジノキ属） 8 24 8 40 3 49
ヤマグワ クワ科（クワ属） 8 8 8 8 16 8 56 6 35
クサノオウ ケシ科（クサノオウ属） 8 8 16 2 56
キケマン属 ケマンソウ科（キケマン属） 8 8 1 64
コナラ属アカガシ亜属 ブナ科コナラ属（アカガシ亜属） 16 16 1 63
ザクロソウ ザクロソウ科（ザクロソウ属） 16 16 88 144 40 32 32 48 56 48 48 8 8 16 40 8 8 32 8 8 8 32 8 16 768 24 10
シソ科 シソ科 8 8 1 62
イヌコウジュ属 シソ科（イヌコウジュ属） 16 8 16 8 16 16 8 8 8 8 8 120 11 26
キランソウ属 シソ科（キランソウ属） 8 8 16 2 55
シャジクモ属 シャジクモ科シャジクモ属） 32 8 8 32 8 24 8 8 8 136 9 29
ソクズ スイカズラ科（ニワトコ属） 8 8 16 2 54
ニワトコ スイカズラ科（ニワトコ属） 8 8 8 8 16 8 8 24 16 104 9 28
スベリヒユ スベリヒユ科（スベリヒユ属） 512 16 744 1,640 128 8 112 280 8 760 488 8 24 568 984 48 16 40 392 864 136 320 288 24 40 88 208 88 120 32 48 16 88 96 80 8 304 984 37 1
ミゾソバ タデ科（イヌタデ属） ○ 8 56 96 40 24 96 8 32 56 8 88 72 24 8 8 8 8 16 32 32 16 72 8 8 24 8 16 32 904 28 11
ヤナギタデ タデ科（イヌタデ属） ○ 32 88 72 16 8 16 8 8 40 8 16 16 8 8 96 16 112 16 8 1,360 8 16 64 2,040 23 6
ギシギシ属 タデ科（ギシギシ属） ○ 8 16 8 8 16 8 64 6 34
タデ属（サナエタデか
オオイヌタデ）

タデ科（タデ属） ○ 112 88 64 664 1,040 360 248 8 40 216 88 16 48 400 320 104 112 80 8 232 64 208 72 48 96 32 16 168 8 40 40 176 120 632 16 120 6,104 36 2

イボクサ ツユクサ科（イボクサ属） 8 16 24 2 53
ツユクサ属 ツユクサ科（ツユクサ属） 8 8 1 61
ツリフネソウ ツリフネソウ科（ツリフネソウ 8 8 16 2 52

ニシキソウ亜属
トウダイグサ科（ニシキソウ亜
属）

24 16 72 16 16 8 16 32 24 8 32 608 8 32 8 16 8 32 120 1,096 19 16

イヌホオズキ ナス科（ナス属） ○ 16 8 48 16 8 16 56 72 8 8 24 280 11 25
マンテマ属 ナデシコ科（マンテマ属） 32 40 8 40 48 40 64 160 56 8 112 8 32 16 664 14 23
ケヤキ ニレ科（ニレ属） 16 24 16 8 8 8 40 112 16 8 256 10 27
キイチゴ属 バラ科（キイチゴ属） 32 8 8 8 8 32 72 8 8 8 16 8 8 24 248 14 22
サクラ属サクラ節 バラ科（サクラ属） 8 8 8 8 32 4 41
ヒユ属 ヒユ科（ヒユ属） 16 8 32 16 24 8 8 112 7 33
ブドウ属 ブドウ科（ブドウ属） 8 8 1 60
サルナシ マタタビ科（マタタビ属） 8 8 1 59
マタタビ マタタビ科（マタタビ属） 8 8 16 8 8 48 5 38
キウイ マタタビ科マタタビ属） 16 8 16 8 48 4 40
マメ科 マメ科 16 16 1 58
ヤブツルアズキ マメ科（ササゲ属） ○ 8 8 1 57
ハギ属 マメ科（ハギ属） ○ 8 8 40 16 16 8 24 8 128 8 31
コナギ ミズアオイ科（ミズアオイ属） ○ 16 48 8 8 24 8 24 16 8 8 16 8 16 8 24 24 15 21
ミズキ ミズキ科（アオキ属） 8 8 8 24 3 48
クマノミズキ ミズキ科（ミズキ属） 8 8 8 24 3 47
キュウリグサ属 ムラサキ科（キュウリグサ属） 152 8 8 168 3 46
不明 不明 8 8 1 －

1,872 200 128 24 2,648 5,288 2,248 48 1,576 1,480 112 112 2,504 2,200 144 232 3,648 4,288 288 744 264 944 5,232 872 2,528 664 304 456 656 1,336 752 2,184 168 200 168 3,288 640 4,824 392 1,032 39,480
30 9 7 3 30 34 28 5 21 25 7 6 29 27 12 9 32 35 11 14 10 20 20 19 23 12 16 13 21 24 20 40 9 10 11 24 22 19 10 18 70

出現
回数

計
出現種数

同定結果 科・属名
調査区No.

累計

 
1. 分析量を1/8にしたため，表中の埋土種子数は分析結果を8倍した値を示している． 2. 表中での数字は種子数を示し，セルを灰色
で塗りつぶしている. 空白は種子数が0を意味する． 3. イネ科については，A,D,Fの種類は不明．イネ科Bは，ﾂﾙﾖｼ，ﾖｼ，ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ，
ﾎｿﾑｷﾞ，ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ，ｷﾂﾈｶﾞﾔ，ｶﾓｼﾞｸﾞｻなどの種子群, イネ科Cは，ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ，ﾒﾋｼﾊﾞなどの種子群，イネ科Eは，ｸｻﾖｼ，ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞ
ﾗ，ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞなどの種子群と同定された． 4. 地上部の植物相に成長個体が確認された種類（科・属・種レベルの全てを含む）につい
ては，科・属名の後に○を示した． 
 

 
 

 
 

図-6種子と粒径の空間分布 

a)極粗砂・粗砂

b)細砂以下

鉛直は，種子密度(個/m2)バー 
水平は，砂密度（g/m2)バー 
数字は種子密度(個/m2)を示す 



 

  

のように乾燥の著しい場所では，すでに種子が風化・消

失している可能性が高い． 
 

５．考察 

 
本章では，調査結果を受けて，第一に，埋土種子密度

には差が見られるものの，種類の偏在性は見られず，砂

州中に広く分散している．第二に，広く分散している種

子が地上部の植物相でも優占度が高いわけでなく，むし

ろ種子（植物）の生理的特性応じて，発芽・成長できる

場所が決まっている．したがって，河川植生の成立は，

埋土種子による影響よりも，その場の物理環境による影

響が支配的である．以下では，このような仮説を立てて，

埋土種子の分布と植生の関係から考察を行う． 
 

(1) 埋土種子の空間分布特性 

埋土種子密度は場所によって異なっていた．砂礫が多

く占める場所（砂礫構造Ⅰ～Ⅲ，以下，砂礫帯という）

に比べて，砂分を多く占める場所（砂礫構造Ⅳ,Ⅴ，以下，
堆積帯という）の種子密度は，約 6倍多かった（図-6）．
ただし，両者の種子密度は，森林での報告例と比較して

も決して少なくないことから，地上部が植物で覆われる

のに十分量の埋土種子が存在していると考えられる．ま

た，両者の種子密度の差は，堆砂との関係も高い（図-6）

ことが分かる．したがって，砂礫帯と堆積帯での種子密

度の差は，主に流水に伴う種子供給量の差と考えてよい．  
しかし，埋土種子相の結果から，ある種類が砂礫帯や

堆積帯にだけ偏って分布しているわけではなく，種子は，

種類に限らず砂州全体にわたって広く分散していると考

えられる．スベリヒユ，イネ科，カヤツリグサ科，タデ

属のように調査区中全般にわたり見られる種類などは言

うまでもないが，アワ，オヒシバ，ニシキソウ属といっ

た調査区の半数程度にしか見られない種類についても，

砂礫帯，堆積帯を問わず分布がみられる（表-1）． 
 

(2) 埋土種子相と植生との関係－河川植生成立の支配的

要因 

 上述したように，埋土種子は，その種類を問わず分散

性が高い．しかし，現実に我々が目にしている植生は，

図-5 に見られるように群落別に生育範囲がある程度決

まっている．このギャップについて，表-2に示す植物相

と埋土種子相との関係から，埋土種子の分布が植生に与

える影響について考察を進める．  
 最初にミゾソバを例に説明する．ミゾソバ埋土種子の

存在箇所は 28箇所であり，調査範囲にまんべんなく分布

表-2 調査区における植物相 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
シロザ アカザ科（アカザ属） 10 1 28 4
ヘクソカズラ アカネ科（ヘクソカズラ属） 10 1 － －
アレチマツヨイグサ アカバナ科（マツヨイグサ属 ） 1 2 2 20 －
カナムグラ アサ科（カラハナソウ属） 30 100 5 90 20 100 20 30 1 100 30 50 30 20 50 15 18 －
タネツケバナ アブラナ科（タネツケバナ） 5 1 2 22 －
マメグンバイナズナ アブラナ科（マメグンバイナズナ属 ） 5 1 3 3 2 5 6 － －
イネ科sp. イネ科 1 1 5 1 1 2 3 5 2 1 3 3 1 13 － －
イネ科sp2. イネ科 1 3 2 － －
オギ イネ科（ススキ属） 100 1 － －
シナダレスズメガヤ イネ科（スズメガヤ属 ） 40 1 29 3
ネズミホソムギ イネ科（ドクムギ属） 3 1 27 3
ネズミムギ イネ科（ドクムギ属） 3 1 1 1 4 27 15
ホソムギ イネ科（ドクムギ属） 1 2 2 27 7
イチゴツナギ イネ科（ナガハグサ属 ） 3 1 19 5
オオスズメノカタビラ イネ科（ナガハグサ属 ） 5 1 2 19 11
ナギナタガヤ イネ科（ナギナタガヤ属） 5 1 2 27 7
メヒシバ イネ科（メヒシバ属） 20 1 29 3
ツルヨシ イネ科（ヨシ属） 30 40 10 2 60 10 100 70 1 100 20 100 80 3 90 90 70 70 18 27 58
ヨシ イネ科（ヨシ属） 70 1 27 4
カモジグサ イネ科（エゾムギ属 ） 5 5 1 10 1 1 5 7 27 23
クサヨシ イネ科（クサヨシ属） 20 80 10 60 90 30 50 80 20 9 19 43
キツネガヤ イネ科（スズメノチャヒキ属） 5 1 24 4
ミズ イラクサ科（ ミズ属） 1 5 1 1 4 － －
アレチウリ ウリ科（アレチウリ属） 5 10 10 5 80 5 3 －
ガガイモ ガガイモ科（ガガイモ属） 1 1 － －
アメリカセンダングサ キク科（センダングサ属） 1 1 5 1 5 5 5 －
コセンダングサ キク科（センダングサ属） 1 1 2 5 20
ヨモギ キク科（ヨモギ属） 40 20 1 3 1 1 5 2 5 10 1 3 1 5 3 1 3 10 1 70 2 1 22 － －
カワラヨモギ キク科（ヨモギ属） 1 50 2 － －
セイタカアワダチソウ キク科（ アキノキリンソウ属） 1 1 － －
ハキダメギク キク科（コゴメギク属） 1 1 － －
ブタクサ キク科（ブタクサ属） 1 1 － －
ヒメムカシヨモギ キク科（ムカシヨモギ属） 2 5 1 3 3 1 1 1 3 9 － －
イヌコウジュ シソ科（イヌコウジュ属） 1 1 － －
カキドオシ シソ科（カキドオシ属） 20 3 2 － －
タチツボスミレ スミレ科（スミレ属 ） 1 1 － －
セリ セリ（セリ属） 80 1 － －
イヌタデ タデ科（イヌタデ属） 1 1 － －
ミゾソバ タデ科（イヌタデ属） 5 1 1 30 5 1 5 60 10 9 28 32
ヤナギタデ タデ科（イヌタデ属） 1 5 2 23 9
ママコノシリヌグイ タデ科（イヌタデ属） 5 1 － －
オオイヌタデ タデ科（イヌタデ属） 30 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 30 20 13 36 34
ヒメスイバ タデ科（ギシギシ属） 3 1 5 17
ツユクサ ツユクサ科（ツユクサ属） 1 1 1 1 1 5 1 100
エノキグサ トウダイグサ科（エノキグサ属） 3 1 － －
コニシキソウ トウダイグサ科（ニシキソウ属） 1 3 2 19 10
スギナ トクサ科（トクサ属） 3 5 5 10 3 5 － －
ウシハコベ ナデシコ科（ウシハコベ属） 5 1 － －
ノミノツヅリ ナデシコ科（ノミノツヅリ属） 1 1 － －
コハコベ ナデシコ科（ハコベ属） 1 1 2 － －
ノミノフスマ ナデシコ科（ハコベ属） 1 1 － －
オランダミミナグサ ナデシコ科（ミミナグサ属） 1 1 2 － －
ヒカゲノイノコヅチ ヒユ科（イノコズチ属） 1 1 － －
ヤブガラシ ブドウ科（ヤブガラシ属） 10 1 － －
コモチマンネングサ ベンケイソウ科（マンネングサ属） 1 3 2 － －
ヤブツルアズキ マメ科（ササゲ属） 1 1 1 50
アカツメクサ マメ科（シャジクソウ属） 1 1 1 50
シロツメクサ マメ科（シャジクソウ属） 10 8 2 1 67
メドハギ マメ科（ハギ属） 3 20 1 3 8 33
ヤハズソウ マメ科（ハヤズソウ属） 1 1 3 1 3 1 1 10 8 1 89
ヤブマメ マメ科（ヤブマメ属） 5 1 1 50
クズ マメ科（クズ属） 10 70 50 3 4 1 100
カラスノエンドウ マメ科（ソラマメ属 ） 1 1 1 50
ツルマメ マメ科（ダイズ属） 5 1 1 5 1 5 1 83
マルバヤハズソウ マメ科ヤハズソウ属） 3 5 3 3 4 0 100

4 10 6 5 8 4 9 3 13 7 4 3 9 6 4 6 9 12 7 6 14 1 6 10 12 3 2 9 6 7 6 15 5 1 8 4 6 10 5 7
Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅴ Ⅴ Ⅲ Ⅲ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅲ Ⅴ Ⅴ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅴ Ⅰ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅴ Ⅴ

科・属名調査結果

砂礫構造
計

出現
率

調査区No. 出現
回数

存在
箇所

 
1. 表中の数値は植被率（%）を示す． 2. 埋土種子に含まれていた種類の調査区は，セルを灰色で塗りつぶした．なお，存在箇所と
は，埋土種子の存在する箇所の合計を示す．3. 出現率は，見かけ上の埋土種子数（埋土種子と埋土種子に存在しなかった植物相を
加えた数）と植物相の出現回数の割合（%）で定義される． 



 

  

していたが，調査区での個体の出現箇所は 9箇所のみで
あった．出現率は32%であり，平均的な値を示している．
生育が確認された地点は，砂分が多く（砂礫構造Ⅳ,Ⅴ），
湿性的な場所（No.30,36,39）で植被率が高い（10-60%），
箇所であった．一方，埋土種子の存在は確認できるが，

植物相での出現が見られないか，植被率が著しく低い（1
～5%）場所は，砂礫が多く（砂礫構造Ⅰ～Ⅲ），比高の
低い主流部の水際か，砂礫が多く（砂礫構造Ⅳ,Ⅴ）比高
の高い箇所（ツルヨシ群落内）であった．以上から，広

く分布するミゾソバ種子の中でも，その箇所の環境条件

の違いが，植物の発芽・成長に大きく寄与していると考

えられる． 
 イネ科植物についても，埋土種子は広く分布している

が，植物相の出現率は頻出の多いツルヨシやクサヨシを

除けば，10%以下である．頻度の多いツルヨシについて
みると，その出現箇所は，比高の低い水際から高い箇所

にかけて広く分布しているが，砂礫構造にタイプⅣ，Ⅴ

を有する箇所で植被率が高く，タイプⅡ，Ⅲで植被率が

低いという特徴がある．また，クサヨシの出現箇所は，

ほとんどが水際域やワンド部に占め，砂礫構造にタイプ

Ⅳ，Ⅴを有する．これらも上記を支持する結果と言える． 
 埋土種子の存在箇所が多く，出現率が著しく高いもの

に，カナムグラがあげられる．この種は，比高の高い堆

積帯に多く存在している．カナムグラは，一年性のツル

性植物であることや，生育場が主流部から離れているこ

とも相まって，攪乱による種子の流出等を受けにくく，

自らがヨシやオギの上部を渡り，広範に種子を拡散する

ことで，発芽・成長に至ったと考えられる．ただし，カ

ナムグラの場合も，埋土種子の存在が確認できるものの

植物相での出現が見られない箇所もあり，それは砂礫帯

（No.16,タイプⅢ)であった． 
以上の検討から分かるように，埋土種子は地上部の植

生に影響を与えていると言えるが，埋土種子のある場所

すべてが地上部の植物相と結びついている分けではない．

むしろ，埋土種子は，その場の環境によって，発芽・成

長に至るものと，そうでないものに分かれていると考え

られる．したがって，植生の成立を考える際，埋土種子

量や種類は，その場に成立する植生の組合せを制限する

ものと解釈でき，植生成立には，その場の物理的環境が

支配的であると言える． 
 

６．おわりに 

 
本研究の結果から，以下のことが明らかとなった． 
・礫の多い攪乱的な環境下での埋土種子密度の中央値

は，928 個/m2であり，砂の多い堆積的な環境下での

埋土種子密度の中央値は，5,344 個/m2であった． 
・埋土種子密度は，極粗砂・疎粗成分が増えると減少し，

細砂成分が増すと増加する傾向にあった． 

・埋土種子は種類に関係なく，砂州内に広く分散してい

たが，全ての場所で発芽・成長に至ってはいなかった． 
・砂州内の河川植生の成立は，埋土種子量や種類による

影響よりもむしろ，その場の物理的環境が支配的であ

ることが示唆された． 
 上記の示唆から，河川では埋土種子が群落の多様性を

維持していると考えるよりは，地形の複雑さや，水分の

過多によって，群落の多様性が維持できると考えられる． 
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